
P.７　市報たいない ２０１０．５．１

　
昨
秋
、
吉
田
市
長
が
中
国
を
訪

問
し
た
際
、
現
地
の
政
府
系
団
体

か
ら
、
友
好
交
流
都
市
候
補
と
し

て
２
都
市（「
黒
 竜
  江

     

省
 綏
化
 市
」

こ
く
り
ゅ
う
こ
う
 

す
い
か

と
「
 浙
江
 省
 桐
郷
 市」）
を
紹
介

せ
っ
こ
う
 

と
う
き
ょ
う

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
の
交
流
を
考
え
る

に
あ
た
り
、
小
野
教
育
長
は
じ
め

市
関
係
者
ら
が
、
３
月
　
日
か
ら

２４

　
日
に
か
け
て
訪
中
し
、
両
市
幹

２９部
と
の
会
談
や
市
内
施
設
等
の
見

学
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

●
両
市
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

●
綏
化
市

　
中
国
東
北
地
方
・
黒
竜
江
省
の

の
省
都
・
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
北
に
約

　
キ
ロ
に
あ
る
都
市
。
ハ
ル
ビ
ン

１２０国
際
空
港
か
ら
高
速
道
路
を
利
用

す
る
と
　
分
ほ
ど
の
所
に
位
置
す

９０

る
。
主
要
産
業
は
農
業
で
、
人
口

の
　
％
が
農
業
に
従
事
し
、
と
う

７４
も
ろ
こ
し
、
大
豆
、
水
稲
な
ど
の

穀
類
の
ほ
か
に
、
た
ば
こ
、
麻
な

ど
の
商
品
作
物
の
重
要
な
生
産
基

地
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
発
展
も

進
ん
で
お
り
、
政
府
の
重
点
投
資

地
域
と
し
て
、
食
品
、
医
薬
品
、

化
学
、
紡
績
、
建
材
、
農
業
機
械

な
ど
製
造
加
工
企
業
が
進
出
し
て

い
る
。

●
桐
郷
市

　
上
海
か
ら
南
西
に
　
キ
ロ
、
浙

１１０

江
省
の
省
都
・
杭
州
の
北
東
　
キ
５０

ロ
に
あ
る
。
上
海
や
杭
州
と
い
う

大
都
市
に
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
年
間
　
万
人
の
観
光
客
が
訪

２００

れ
て
お
り
、
浙
江
省
で
は
海
外
か

ら
の
観
光
客
受
け
入
れ
が
最
も
多

い
。
特
に
「
 烏
鎮
 」
は
、
古
き
良

う
ー
ち
ん

き
中
国
の
水
郷
文
化
が
そ
の
ま
ま

保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
の

一
大
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、「
桐
郷
経
済
開
発
区
」
が
あ

り
、
交
通
至
便
な
こ
と
か
ら
外
国

資
本
の
進
出
も
目
覚
ま
し
く
、
機

械
、
電
子
、
光
繊
維
な
ど
最
先
端

の
工
場
が
進
出
し
て
い
る
。

　
４
月
　
日
・
　
日
、
綏
化
市
の

２０

２１

聶
副
市
長
お
よ
び
政
府
関
係
者
が

今
後
の
さ
ら
な
る
交
流
を
視
野

に
、
吉
田
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

市
内
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
　
日
に
は
、
小
野

２２

教
育
長
は
じ
め
市
関
係
者
が
来
日

し
た
桐
郷
市
の
関
係
者
と
会
談
を

行
い
ま
し
た
。

　
綏
化
市
と
は
教
育
・
文
化
面
の

人
的
交
流
を
、
ま
た
、
桐
郷
市
と

は
観
光
分
野
で
の
交
流
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

中
国
二
都
市
と
の
交

中
国
二
都
市
と
の
交
流流

　
３
月
　
日
、
新
潟
製
粉
株
式
会

３１

社
が
米
粉
処
理
加
工
施
設
の
竣
工

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
場
所
は
、
新
潟
中
条
中
核
工
業

団
地
（
鴻
の
巣
地
区
）
の
一
画
。

　
第
二
工
場
は
、
敷
地
面
積
が
８

６
２
５
・
　
㎡
で
、
鉄
骨
造
２
階

２６

建
て
・
建
築
面
積
２
６
１
０
・
　６４

㎡
／
延
べ
床
面
積
３
３
８
６
・
　１７

㎡
で
、
生
産
能
力
は
本
社
工
場

（
近
江
新
）
の
約
１
・
５
倍
で
日
産

７
・
５
ｔ
。

　
今
後
市
で
は
、
水
田
を
有
効
に

活
用
し
、「
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
安
定
経
営
」「
生
産
調
整
の
完

全
実
施
」
な
ど
を
推
進
し
、
ま
た
、

新
潟
製
粉
で
は
「
安
定
し
た
原
料

確
保
」
な
ど
に
よ
り
、
米
粉
の
普

及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
潟
製
粉
株
式
会
社
は
、
新
潟

県
が
技
術
開
発
し
た
「
微
細
製
粉

技
術
」
に
よ
る
新
規
米
粉
を
世
界

に
先
駆
け
て
実
用
化
す
る
た
め
の

専
用
製
粉
工
場
を
平
成
　
年
、
旧

１０

黒
川
村
に
設
置
。
以
降
、
全
国
に

普
及
・
拡
大
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
第
二
工
場
の
建
設
は
、
米
粉
の

需
要
拡
大
に
対
応
し
た
も
の
で
、

食
料
自
給
率
の
向
上
や
地
域
活
性

化
、
農
業
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
・
新
潟
製
粉
第
二
工
場
完

市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
・
新
潟
製
粉
第
二
工
場
完
成成

綏化市・聶副市長と握手する吉田市長（４/２０・胎内市役所）

胎内小学校を訪れた綏化市訪問団（４／２１）

小野教育長が桐郷市を訪問（３／２７・桐郷市政府庁舎）

米粉粉砕室


